
神⼾都⼼地域の状況について

参考資料１



神⼾市都⼼部の従業員数・夜間⼈⼝推移

（出典）都⼼の⼟地利⽤のあり⽅に関する有識者会議報告書（平成30年3⽉）p11

・都⼼部の従業員数は、平成17年以降増加傾向
・ 〃 夜間⼈⼝は、平成7年（震災）以降増加傾向
・ 〃 昼夜間⼈⼝⽐率は、平成7年以降低下傾向



他都市との⽐較（昼夜間⼈⼝⽐率）

・神⼾市都⼼部は、⼤阪市中央区に次いで⾼く、
⼤阪市北区と同程度の⽐率
（昼間⼈⼝と夜間⼈⼝の差が⼤きい）

（出典）都⼼の⼟地利⽤のあり⽅に関する有識者会議報告書（平成30年3⽉）p11



（仮称）神⼾都⼼地域の特⾊
・神⼾市都⼼部は、特⾊のある「まち」により構成

（出典）都⼼の⼟地利⽤のあり⽅に関する有識者会議報告書（平成30年3⽉）p51

都⼼機能誘導地区



⼟地利⽤の状況

・10のエリアでは、多様な⼟地利⽤が⾏われている

（出典）都⼼の⼟地利⽤のあり⽅に関する有識者会議報告書（平成30年3⽉）p51
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（出典）神⼾市情報マップ（都市計画）

・都⼼の商業地域において商業・業務の集積と
都⼼居住とのバランスを踏まえた⼟地利⽤の
誘導を実施

令和3年3⽉時点



指定容積率と⼤規模マンションの状況
・都⼼部の指定容積率は、300〜900％
・近年の⼟地利⽤転換により、⾼容積を活⽤した
⼤規模マンションが多数建設されていた。

（出典）都⼼の⼟地利⽤のあり⽅に関する有識者会議報告書（平成30年3⽉）p４
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⼟地利⽤の状況①（敷地規模と建物の⽼朽化）
・三宮北、新神⼾、元町~神⼾駅沿線では
築40年以上の建物が多く残っている

・同じエリアで300㎡未満の敷地が多く、
⾼度利⽤されにくい状況
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（出典）都⼼の⼟地利⽤のあり⽅に関する有識者会議報告書（平成30年3⽉）p10

平成26年3⽉時点



⼟地利⽤の状況②（指定容積消化率）

（出典）都⼼の⼟地利⽤のあり⽅に関する有識者会議報告書（平成30年3⽉）p10
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・三宮駅前や旧居留地は80〜90％の消化
・三宮北、新神⼾、元町~神⼾駅沿線
（平均敷地⾯積が狭いエリア：先述）では
40〜60％の消化

平成26年3⽉時点



オフィスの⽴地状況（延床⾯積1,000坪以上）

（出典）都⼼の⼟地利⽤のあり⽅に関する有識者会議報告書（平成30年3⽉）p17
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平成28年3⽉時点

・⼤規模オフィスは三宮駅周辺が
中⼼

・旧居留地、磯上では⽴地がみられ
るが、平成17年以降の新規供給は
⾏われていない(⼤規模オフィス)

平成28年3⽉時点



平成29年10⽉〜12⽉
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オフィスの空室率（延床⾯積1,000坪以上）
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・平成29年から令和2年の
３年間で都⼼全体の空室率は
3.4%⇒2.5％で、オフィスの
需要がひっ迫している。

※コロナ禍により、今後の動向は注視する
必要がある

（出典）都⼼部オフィス市況調査



⼈流データからみた エリア別来訪者数、回遊性

・ヤフー㈱との連携による⼈流データ分析

（出典）ヤフー・データソリューション 神⼾市まちのダッシュボード



※来訪者数は実態数ではなく、独⾃のロジックに基づく （単位：⼈）

エリア別 ⽉間来訪者数
・三宮駅周辺、元町駅周辺、旧居留地、神⼾駅周辺の来訪者が多い傾向が
みられる

（出典）ヤフー・データソリューション 神⼾市まちのダッシュボード
（2021年２⽉時）



エリア別 1⽇あたりの滞在時間

※滞在時間、独⾃のロジックに基づく （単位：時間）

・ハーバーランド、旧居留地、メリケンパーク、ウォーターフロント、
元町、北野において滞在時間が多い傾向がみられる

（2021年２⽉時）
（出典）ヤフー・データソリューション 神⼾市まちのダッシュボード



参考︓⼈流データの位置情報データの概要

（出典）ヤフー・データソリューション 神⼾市まちのダッシュボード


